
 

 

 

 

 

 単結晶ブロックの任意方位切り出し方法 
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概要 

単結晶の方位測定は、ラウエカメラ、ＲＡＳＣＯ、極点測定で行われている。 

この測定結果から取り付け方位を計算し、所望の方位極点図から法線方向に近い反射を計算し 

ブロックの切り出しをＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエアでサポートします。 

基準方位（Ｘ軸）が異なります。ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエアでは 

極点測定ではＮｏｒｔｈ方向、ラウエカメラとＲＡＳＣＯではＳｏｕｔｈ方向とし、 

Ｅａｓｔ方向の場合、入力後Ｓｏｕｔｈ方向に変換が行われ、取り付け方位の計算が行われる。 

 

測定例 

 極点図（Ｎｏｒｔｈ） 

  

 

 ＲＡＳＣＯ（Ｓｏｕｔｈ）  ラウエカメラ（Ｅａｓｔ） 

  

   

 

 

 

 

 

 



ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎＤソフトウエア 

 デモデータ   極点図入力  Ｅａｓｔ＜－＞Ｓｏｕｔｈ切り替え 

  ピークサーチ除外範囲 作成極点図ステップ 

  

     表示の初期化  表示データのファイル化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手入力 方位計算 極点図作成 

(hkl)[uvw]計算  

計算方位指定  



極点図の場合 

極点図指数を指定し、極点ファイル選択と同時に主要ピークの指数付けが行われる。 

 

方位計算 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図を計算比較 

 

 

 同一極点図が表示されれば、計算は正常である。 

方位計算 

 

 

 

  

 極点図の場合 Nouthで判断する 

 

 

 



ＳＣｈｍｉｄ因子最大方位 

ＦＣＣ  

  

ＢＣＣ  

  

 



Ｓｃｈｍｉｄ因子最大方位｛９，２，２０｝の描画 

 

 

 

 



－ＲＤから（１１．２６，３３．９３）が切り出しデータである。 

検証（入力は回転順位１:転－３３．９３，転順位２:ＴＤ回転１１．２６，回転順位 3:ＲＤ回転０．０） 

 

 



ラウエカメラの場合（Ｅａｓｔ入力） 

 Ｅａｓｔ入力をｃａｌｃＵ－ｍａｔｒｉｘ操作でＳｏｕｔｈに変換して計算される。 

 ＲＡＳＣＯの場合、Ｓｏｕｔｈを選択し入力する。 

 

 

 CalcU-matrixで角度が返還される 

 

 



（００１），（０１１），（１１１）の指定し極点図作成 

 

 

 

 

ラウエカメラのステレオ投影図が表示されれば、計算結果は正常です。 

必要な極点図は、極点図の場合と同様の操作が可能になります。 

 

 

 

 

 



ＮＤ方向に［９，２，２０］を向ける軸回転 

 

   

  

 

 

 

 



検証 

 

 

 

    


